
項目  重点目標１．住民自治の強化―方針１．土壌づくりを進める  

施策  １．自治意識の啓発・醸成  

実績  ◇まちづくりの情報発信、地域間交流の機会提供  

【広報活動】  
「紙面の活用」  

・まちづくり協議会が行うイベント情報等を広報「まつやま」に掲載しています。また、新聞

等で活動を取り上げてもらえるよう松山市政記者クラブの活用を促しています。  

 

「広報ラジオやテレビ番組」  

・市の広報ラジオやテレビ番組を利用し、地域の活動や宝（伝統、人物等）に関する情報を積

極的に発信しました。  

 

【活動例】   

広報ラジオ／  

市政広報番組（CATV「マチ★スキ」）（H30 年度）／  

市政広報番組（南海放送「大好き！まつやま」）  

（H27 年度～H30 年度）  
 
               

 

「まちづくり協議会通信『つなぐ』」（H27 年６月～）  

・まちづくり協議会や設立間近な地区の情報を市がとりまとめ、2 か月に 1 回発行しています。 

 

「Facebook『松山市まちづくり協議会情報局』」（H２５年９月～）   

・各地区での取り組みを題材に情報を発信しています。  

 

「地域力パワーアップ大会・交流会」  

・設立地区の新たな取り組みの参考として、また、未設立の地区がまちづくり協議会を知って

いただくきっかけとして、まちづくり協議会での様々な活動を紹介しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価  

課題  

・地域住民に、活動の内容や役割が十分に伝わっていません。  

・情報発信のツールとして SNS の活用が重要になりつつありますが、地区によってスキルに

差があるため、情報を発信するまちづくり協議会への技術的な支援や広報への助言が必要で

す。  

目標  ・SNS 等を活用した情報発信の強化に努めることで、自分たちが住んでいる地域の情報に触れ

る機会を増やします。  

・幅広い世代が情報を得やすい環境を整えるため、まちづくり協議会の情報発信のスキルアッ

プを支援します。  

 

【広報まつやま】  

【まちづくり協議会通信  

「つなぐ」】  

【Facebook 

松山市まちづくり協議会情報局】  
【R3 年度地域力パワーアップ大会・交流会】  



項目  重点目標１．住民自治の強化―方針１．土壌づくりを進める  

施策  ２．地域活動を牽引する人材・グループの育成と発掘  

実績  ◇地域活動を担う人材の育成  

【地域応援まちづくり講座】  
・R１年度から、地域で活躍している方や地域づくりに関心のある方を対象に、地域課題の発

見や地域づくりに活かせる知識等を紹介し、今後の活動に役立つような講座を開催していま

す。  

（H３０年度までは愛媛大学と共同で地域づくり支援セミナーを開催）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 
       

 

◇NPO 等と地域組織の連携促進  

【NPO 等との連携】   

・まちづくり協議会の情報をまつやま NPO サポートセンターで提供しながら、双方の協力を

促しています。  

・まつやま NPO サポートセンターが、まちづくり協議会でもテーマ別の出前講座を開催し、

人材の育成を支援しています。  

・NPO の活動等を紹介した「サポセンだより」を、まちづくり協議会の役員会等で配布して

います。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

評価  

課題  

・人材育成の仕組みは整いつつあります。  

・人材を発掘していくため、若い世代を取り込む仕組みが必要です。  

目標  ・引き続き人材の育成を続けます。  

・地域活動の積極的な発信で、まちづくりに関心を持ってもらうきっかけを作ります。  

 

地域応援まちづくり講座  

テーマ「食育」  

【サポセンだより】  

【R1 年度のテーマ「食育」】 

【NPO「桑原まちづくり応援団」の活動】 

【R２年度のテーマ「ウェブ会議」】  

【事務所前の掲示コーナー】  



項目  重点目標１．住民自治の強化―方針１．土壌づくりを進める  

施策  ３．町内会等の加入促進、運営支援  

実績  ◇町内会等活動の広報啓発、加入促進  

【加入促進のチラシ】  
・町内会への加入を促すため、防災、防犯、環境美化等、町内会の役割や活動を紹介していま

す。  

・このチラシは市のホームページに掲載するほか、市役所での転入者への配布や希望する町内

会への提供等で、未加入世帯の加入促進に活用しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

【町内会加入率の把握】  
・毎年６月に、町内会連合会等に依頼して、市内全体の町内会加入率を調査しています。  

 

 

◇町内会等への事務支援、助言  
・松山市では、「地区の町内会連合会等への交付金による支援」、「地域活動保険への加入」「町

内会等への加入促進」で地域の活動を支援しています。  

 

・（一財）自治総合センターが実施する助成金を財源に、町内会等が行う地域の活動に必要な

備品の整備を支援しています。  

 

 

評価  

課題  

・町内会への加入を促すチラシを配布し啓発していますが、加入率はやや減少傾向にあります。 

・町内会の役割や活動の必要性を、地域の方に理解してもらうことが重要です。  

目標  ・各地区の町内会連合会長等で構成する地域協働団体連絡会を通して、広報活動や加入促進の

取り組み事例等を紹介します。  

 

【町内会加入促進チラシ】 

【コミュニティ助成事業で整備した備品】  



項目  重点目標１．住民自治の強化―方針２．まちづくり協議会の結成を進める  

施策  ４．まちづくり協議会結成に向けた情報やノウハウの提供  

実績  ◇協議会設立準備への支援  

【未設立の地区への説明】  
・まちづくり協議会は、H１８年に堀江地区で設立されてから、現在までに市内全４１地区の

うち３１地区で設立されています。  

・まちづくり協議会の設立を検討している地区には、市がプロセスや活動の事例を紹介してい

ます。  
 

 

◇地域情報発信の支援  

【地区住民への情報提供】  
・設立を検討している地区の方にも伝わるように、まちづくり協議会の活動内容や役割、設立

した地区の情報を市役所や各地区の公共施設で配布しています。  

・準備会の情報を市の広報紙やまちづくり協議会通信、Facebook で発信し、広く地域の方に

お知らせしています。  

 

 

 

 

 

 

             

 

 

評価  

課題  

・まちづくり協議会の設立に向けた情報提供や説明は、継続して取り組むことができています。 

・まちづくり協議会の設立では、制度を理解したうえで、各種団体との関係づくりや活動拠点

等も検討しなければならないため、十分な時間が必要です。  

目標  ・地域の会合や役員会等に積極的に参加し、制度の説明や設立した地区の情報提供を続けてい

きます。  

 

【広報まつやま】 【まちづくり協議会通信「つなぐ」】  【市役所（６階まちづくり推進課前】  



項目  重点目標１．住民自治の強化―方針２．まちづくり協議会の結成を進める  

施策  ５．まちづくり協議会設立時の財政的支援  

実績  ◇協議会設立準備経費の一部助成  

【準備会設立時】  

  設立準備事業補助金  

 

◇協議会設立時の初期経費の一部助成  

【協議会設立（まちづくり計画策定前）】  

  まちづくり運営事業交付金／立ち上がり活動事業交付金／  

  事務員補助金／事務所補助金／初度整備事業補助金  

 

◇協議会運営開始時の経費を助成  

【協議会設立（まちづくり計画策定後）】  

  まちづくり運営事業交付金／コミュニティ活動事業交付金／  

  事務員補助金／事務所補助金  

 

・その他、下記の補助金や交付金があります。  

【補助金】特別啓発促進事業補助金／空き家改修補助金  

【交付金】連携事業交付金／地域協働活動応援事業交付金  

 

評価  

課題  

・まちづくり協議会の設立や運営への財政支援は整備できています。  

目標  ・未設立地区での新たな協議会の設立に向け、助成に必要な予算を確保します。  

 

項目  重点目標１．住民自治の強化―  

方針３．地域情報を共有し、まちづくりの目標設定をする  

施策  ６．地域情報の共有化の促進  

実績  ◇まち歩きの開催  
・各地区のまちづくり協議会では、自分たちの地域を知る一つの  

方法として、安全安心や福祉、地域の魅力発見等、テーマを決  

めて「まち歩き」を開催し、地域の情報を会員で共有していま  

す。  

 

◇地域の各種データ等の提供  
・まちづくり計画等の策定や活動の参考として、市の情報や資料  

を提供し、各地区での勉強会や運営、活動に活かしていただい  

ています。  

 

◇地域情報の発信  
・地域の情報を住民と共有するため、各地区のまちづくり協議会が広報紙の作成や Facebook

の講座等に積極的に参加し、情報を発信する方法を学んでいます。  

評価  

課題  

・地域の情報を住民に幅広く伝えることはできていません。  

・地域全体で情報を共有するためには、複数の広報手段の活用が必要です。  

目標  ・ツールの特徴や使い方の講座を開催し、地域に合った効果的な情報の発信を支援します。  

 

【高浜地区「災害・防災関係」】 



項目  重点目標１．住民自治の強化―  

方針３．地域情報を共有し、まちづくりの目標設定をする  

施策  ７．まちづくり計画策定への支援  

実績  ◇まちづくり計画策定への協力、助言  
・まちづくり計画を策定する際に、市の各課から法規制等の意見を集め、まちづくり協議会に

提供しています。  

・計画に掲げる取り組みについては、市の各課の意見をとりまとめて伝えています。  

・計画策定の会議等に市職員も出席し、他地区の事例紹介や必要に応じた助言を行っています。 

・松山市コミュニティ・アドバイザーを派遣し、地域の課題を考えるワークショップの開催に

協力しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価  

課題  

・最初の計画は、経験のない状態での策定となるために十分な支援が必要です。  

目標  ・市職員が役員会等に積極的に出席し、事例紹介や必要な助言を行います。  

 

項目  重点目標１．住民自治の強化―  

方針４．まちづくり計画の実行と組織の自立（自律）を支援する  

施策  ８．まちづくり計画の実現支援  

実績  ◇まちづくり計画掲載事業の実現支援  
・国、県、民間が実施する補助制度を案内するとともに、申請の手続きを支援しています。  

・役員会等で市の補助制度を説明し、申請に関する支援を行っています。  

【活動例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

評価  

課題  

・長期の目標の中には、具体的な解決方法が見つからないものがあります。  

・状況の変化等により実現できなくなったものは、見直しも必要です。  

目標  ・計画の実現に有効な補助制度や協働を提案するとともに、必要に応じて計画の見直しを助言

します。  

 

【久米地区の看板  

（地域の宝みがきサポート事業補助金）】  
【高浜地区の交流施設  

（空き家活用支援モデル事業）】  

【第２次  雄郡地区まちづくり計画】  

（R３年度）  

【桑原地区まちづくり計画（第２次）】 

（R３年度）  



項目  重点目標１．住民自治の強化―  

方針４．まちづくり計画の実行と組織の自立（自律）を支援する  

施策  ９．まちづくり協議会の自立（自律）支援  

実績  ◇まちづくり協議会の各種能力向上  

・市は、まちづくり協議会の運営に必要な事務の説明や、他の地区との情報交換の機会を設け

ています。  

【活動例】  

・交流会（H19 年度～）  

まちづくり協議会の役員を対象として、定期的に開催しています。   

・事務局連絡会（H２６年度～）  

まちづくり協議会の事務局長を対象として、年に２回程度開催しています。  

・まちづくり女子会（H２９年度～）   

まちづくり協議会の活動に参加する女性を対象として、定期的に開催しています。  

・事務員交流会（H３０年度～）  

まちづくり協議会の事務員を対象として、定期的に開催しています。  

・事務員雇用契約等説明会（R１年度）  

まちづくり協議会の役員を対象として、臨時的に開催しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇各種助成金等の資金調達情報の提供  
・市は、国や県等の補助金の情報をとりまとめ、まちづくり協議会に紹介しています。  

【活動例】  

・事務連絡会（H１９年度～）  

まちづくり協議会の運営に関わる方を対象として、年に１回開催しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価  

課題  

・交流会や女子会等で、他の地域で活躍する方との横のつながりや意見を交換できる場を設け

ることができています。  

・研修等を開催する際には、多くの参加者が集まるようなテーマを設定する必要があります。 

目標  ・課題の解決方法や財源確保等、相談の多いテーマを選択し、まちづくり協議会に携わる方が

話し合うことができる場を提供していきます。  

 

【事務局連絡会】  

【事務連絡会】  

【まちづくり女子会】  【事務員交流会】  

【まちづくり活動アシスト事業の  

助成で作成した冊子】  



項目  重点目標１．住民自治の強化―方針５．地域のまちづくり推進体制を整備する  

施策  １０．市の推進体制の強化  

実績  ◇各課の情報共有  
・各地区で策定されたまちづくり計画を各課に提供  

しています。  

・各地区の役員会や総会の内容は、必要に応じて資  

料等を提供しています。また、地区の担当となる  

市職員が各課とまちづくり協議のつなぎ役となり、  

連絡調整の窓口を担っています。  

 

 

◇各課の横断的な連携強化  
・市は、まちづくり協議会の情報を各課で共有し、  

活動を支援する体制づくりに努めています。  

 

評価  

課題  

・市の関係機関でも、まちづくり協議会の活動が十分に知られていません。  

・市の様々な施策の中で、さらなる協働や連携を強化していく必要があります。  

目標  ・様々な市の取り組みの中で、まちづくり協議会との連携を促していきます。  

 

項目  重点目標１．住民自治の強化―方針５．地域のまちづくり推進体制を整備する  

施策  １１．まちづくりの中間支援機能の充実  

実績  ◇（仮称）まちづくり支援センターの設置  
・他市町の取り組みを参考に、センターの必要性や支援の方法を検討しています。  
 

 

◇まつやま NPO サポートセンターとの連携  
・定期的にサポートセンターと市職員がミーティ  

ングし、まちづくり協議会に関する情報を共有  

しています。  

・サポートセンターが、まちづくり協議会の役員  

会やイベントに参加し、ＮＰＯとの協働を提案  

しています。  

・サポートセンターがつくる「サポセンだより」  

で、まちづくり協議会の活動を紹介しています。  

 

 

 

評価  

課題  

・支援センターや中間支援の必要性には様々な意見があり、設置についてはさらなる検討が必

要です。  

目標  ・引き続き、支援センターや中間支援の必要性を検討していきます。  

 

【生石地区（フードドライブに  

ついての勉強会】  

【サポセンだより】  



項目  重点目標１．住民自治の強化―方針５．地域のまちづくり推進体制を整備する  

施策  １２．コミュニティ活動全般への支援  

実績  ◇活動に関する相談体制づくり  

・各地区のまちづくり協議会や町内会連合会等の定例会に市職員も出席し、運営や事業の実施

に関する相談を受けています。  

・町内会、自治会の運営や認可に関する手続きの相談に応じています。  

 

◇活動に役立つ情報の提供  

【松山市地域協働活動保険】  
・住民が地域活動に安心して取り組めるよう、地域活動中のケガや事故を対象とした保険に加

入しています。  

【保険適用の事例】  

  ・回覧物の配布中のケガによる通院費。  

  ・除草中に、草刈り機が飛ばした石で破損した他人の  

物品の修理代。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇活動拠点の提供  
・公民館や支所等の市有施設を、まちづくり協議会の事務所や会議の場として提供しています。

また、事務所としてアパート等を賃貸する場合は、家賃や共益費を補助（上限３０，０００

円／月）しています。  

・「地域の空き家活用支援モデル事業」では、地域の交流施設を整備するまちづくり協議会の

負担を軽減するために補助金を交付しました。  

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

評価  

課題  

・広く地域の住民に認識されている施設を、活動の拠点や交流の場として提供できています。 

・まちづくり協議会や町内会等の活動に、より役立つ情報を提供する必要があります。  

目標  ・各団体の定例会等を通して、今後も地域活動の参考となる情報を提供します。  

 

【まちづくり協議会事務所】 

（素鵞地区公民館）  

【保険を紹介するパンフレット】 

【地域交流施設兼まちづくり協議会事務所】  

（久枝地区空き家整備）  

【清掃活動（河川敷での除草作業）】  



項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―方針６．住民と行政の協働を促進する  

施策  １３．まちづくり協議会との協働促進と市民活動の積極的な推進  

実績  ◇連携体制づくりの協力  

【まちづくり協議会と NPO などとの連携】  
・まちづくり協議会と NPO との協働による効果が期待できる事業について、双方に連携を提

案し、事業協力が実現しました。  

・他のまちづくり協議会の活動の参考としていただくため、まちづくり協議会と他団体が協働

した事例を Facebook や広報誌で紹介しています。  

 

 

【実績例】  

・五明地区まちづくり協議会  ×  

NPO 法人 NEXTCONEXTION 

（イベントにキッチンカーで出店）  

 

 

 

 

◇市民活動推進補助金による活動支援  
・まちづくり協議会と NPO が共同で実施する事業について、「松山市市民活動推進補助金」を

助成し支援しました。  

 

【実績例】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

評価  

課題  

・まちづくり協議会と NPO との連携は、少しずつ始めることができています。  

・大学や企業との連携等、様々な団体との協働を進めていく必要があります。  

目標  ・協働の事例を紹介し、様々な団体との連携を促進します。  

 

【正岡地区（八竹山整備）】  

【五明地区（キッチンカー  
「ファイブスター号」の出店）】 

【桑原地区（淡路ヶ峠整備）】  



項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―  

方針７．コミュニティ分権を推進する  

施策  １４．まちづくり協議会の位置付けの明確化  

実績  ◇条例による認定【松山市地域におけるまちづくり条例】  
・市内４１地区のうち３１地区にまちづくり協議会が設立されています。  

 

【H２９年度～R３年度の設立地区】   

（H２９年度）伊台／興居島／久枝  （H３０年度）立岩／味生  

（R１年度）  河野／高浜      （R２年度）  素鵞  
 

◇積極的権限移譲による自立（自律）の促進  
・まちづくり協議会が策定した計画の実現のため、交付金により運営や活動を支援しています。 

・市有施設の活用と管理をまちづくり協議会に委託しています。  

 

【実績例】  

・堀江地区（まつやま・ほりえ海の駅「うみてらす」の管理業務を空港港湾課が委託）  

・生石地区（松山市の指定有形文化財「掩体壕」の管理業務を市民生活課が委託）  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価  

課題  

・まだ全地区にまちづくり協議会が設立されていないため、位置付けや役割が明確になってい

ません。  

目標  ・設立には多数の住民の合意が必要であるため、市のイベント等を活用しまちづくり協議会の

活動や役割をさらに PR してきます。  

 

項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―方針７．コミュニティ分権を推進する  

施策  １５．補助金等の整理  

実績  ◇補助金の一括交付と使途裁量権の付与  
・目的別に交付している地域の補助金等を、より地域の意向を反映しやすい交付金として、ま

ちづくり協議会に一括で交付しています。  

 

【連携事業一括交付実績（R３年度実績）】  

敬老活動：９地区／廃棄物減量等活動：９地区／  

防犯活動：１０地区／地域協働活動：８地区  

評価  

課題  

・目的別に交付している補助金等はそれぞれに申請が必要なため、地域の事務作業が重複し、

役員等の負担になっています。  

・一括交付で受け取る場合には、事前に地域の団体の合意が必要ですが調整は困難です。  

目標  ・まちづくり協議会等の関係団体に交付金の一括交付を重ねて説明し、地域の事務作業の軽減

と地域内の組織の一層の連携を図ります。  

【堀江地区（うみてらす）】  【生石地区（掩体壕）】  



項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―  

方針８．住民と市の役割を明確にし互いに支え合う  

施策  １６．住民と市職員の意識改革  

実績  ◇地域住民の意識改革  

【笑顔のまつやま  まちかど講座「私たちのまちは私たちで～いっしょにやろや～」】  
・市は、住民主体のまちづくりをテーマに講座を開催しています。この講座は、市内の高校の

授業でも活用され、高校生に住民の取り組みや地域協働の大切さを伝える機会になっていま

す。  

 

◇市職員の意識改革とコミュニティ活動への参画促進  

【新規採用職員への研修】（H29 年度～）  

・新規採用職員の研修で、地域活動への参画を促しています。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボランティアスタッフ制度（まちサポ）】  
・事前にボランティアスタッフとして登録した市職員が、各地区のまちづくり協議会からの依

頼で活動をサポートしています。  

・ボランティアスタッフは、特にイベントの補助で多く活用されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価  

課題  

・新規採用職員の研修等で、市職員の意識改革が図られています。  

・子どもたちに地域の活動を伝える、ボランティアスタッフ制度が十分活用される等の地域活

動に触れる機会をさらに増やす必要があります。  

目標  ・若い人たちにも地域活動に参加してもらうため、学校での出前講座や各種イベントの周知等

を続けます。  

・ボランティアスタッフ制度をさらに周知し、市職員が地域に関わる機会を増やします。  

 

【まちかど講座】  

【清水地区でのまちサポの活動（どじょう施餓鬼）】  【まちサポの募集案内】  

【職員研修】  



項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―  

方針８．住民と市の役割を明確にし互いに支え合う  

施策  １７．補助事業等の検証と見直し  

実績  ◇補助事業等の検証と見直し  
・各まちづくり協議会を担当する市職員が、地域の会議等に参加して状況を把握し、地域が抱

える課題や要望等を各課に提供しています。  

評価  

課題  

・市は、現在行っている補助事業を必要に応じて見直す必要があります。  

目標  ・地域から要望がある場合には、活用しやすい補助事業となるよう各課に働きかけます。  

 

項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―  

方針９．まちづくり協議会の市政参画を促進する  

施策  １８．まちづくり協議会代表者等の市政参画の促進  

実績  ◇各種審議会等委員への任用  
・住民の意見を市の施策に反映させるため、審議会等の委員にまちづくり協議会の役員を委嘱

しています。  

 

【実績例】  

・地域におけるまちづくり推進委員／市民活動推進委員／  

  各地区の公民館運営審議会委員／安全で安心なまちづくり会議委員／  

まつやま子ども育成会議委員等  

 

◇地区単位の意見の反映  
・市が施策を検討する際に、各地区のまちづくり協議会からの意見聴取やアンケート等を行っ

ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

評価  

課題  

・さらに多くの審議会に、住民が委員として参加できないか考える必要があります。  

・集まった意見等を活用し、地域にどのように還元していくかが課題です。  

目標  ・意見が施策に反映された事例を積極的に紹介し、役員等の市政への参画をさらに促します。 

・地域ごとの施策では、まちづくり協議会の意見も尊重するよう各課に働きかけます。  

 

【立岩地区（乗合タクシーの検討）】  【市民活動推進委員による審査】 



項目  重点目標２．多様な主体による公共の分担―  

方針９．まちづくり協議会の市政参画を促進する  

施策  １９．意見交流会、地区懇談会の開催  

実績  ◇地区懇談会の開催  

【タウンミーティング】  
・まちづくり協議会の役員等にも参加していただき、地域におけるその後の施策に必要な貴重

なご意見をいただいています。  

 

【地区別タウンミーティング】  

1 巡目：H23 年 1 月～H25 年 2 月  

2 巡目：H25 年 5 月～H26 年 10 月  

3 巡目：H27 年 7 月～現在  

 

 

 

 

 

 

 

◇会議開催時の職員の出席  
・まちづくり協議会ごとに担当の職員を決め、役員会等に出席しています。担当の職員は、行

事等にも参加し状況の把握に努め、会議等で必要な助言を行っています。  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                 

 

評価  

課題  

・意見交換の場は設けられていますが、随時、市に相談できる仕組みも必要です。  

・地域の会議等では、出席者を幅広い世代から集められていないことが課題です。  

目標  ・住民の意見が反映された施策を紹介することで、より多くの方の交流会等への出席を促しま

す。  

 

【役員会】  【勉強会】  

 

【浅海地区】  【久谷（荏原・坂本）地区】  


